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批

林

批

孔

運

動
と

中

国
の

内

政

中

向島

嶺

雄

顕
教
的・
密
教
的
マ
ス
コ
ミ

き
ょ
う
の
テ
l

マ
は 、
中
国
の
内
政
問
題 、
特
に
最
近
注
目
を
集
め

て
お
り
ま
す
批
林
批
孔
運
動
と
い
う
も
の
が 、
ど
の
よ
う
な
政
治
構
造

を
持っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
お
話
し
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す 。渡

辺
さ
ん
か
ら
は 、
壁
新
聞
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
て
欲
し
い
と
い

う
要
約
が
ご
ざ
い
ま
し
た 。
壁
新
聞
は
ど
承
知
の
通
り 、
ζ
の
と
と
ろ

連
続
的
に
向
て
お
り
ま
し
て 、
一
時
は
七
月
の
初
旬
ぐ
ら
い
で
下
火
K

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う一
部
の
推
測
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も 、

そ
う
で
は
な
く
て
か
な
り
広
がっ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す 。
特
に
地

方
都
市
｜｜
日
本
の
新
聞
に
は
北
京
の
物
し
か
出
て
い
な
い
わ
け
で
ど

ざ
い
ま
す
が

ーー
に
壁
新
聞
が
非
常
に
は
ん
ら
ん
し
て
い
る
と
い
う
乙

と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す 。
日
本
大
使
飴
あ
た
り
も 、
あ
る
程
度
は
乙

の
問
題
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
し

始
め
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す 。

で 、
一
口
に
批
林
批
孔
運
動
と
い
い
ま
す
け
れ
ど
も 、
数
千
年
来
の

中
国
の
伝
統
思
想
で
あ
る
孔
子
批
判
と
い
う
問
題
と 、
つ
い
こ
の
間
ま

で 、
文
化
大
革
命
の
時
に
は 、
毛
沢
東
の
後
継
者
で
あ
り 、
最
も
忠
実

な
革
命
の
後
継
者
と
い
わ
れ
た
林
彪
が
い
か
に
卑
劣
な
陰
謀
家
で
あ
る

か
と
い
う
と
と
を
批
判
す
る
運
動
を
結
び
付
け
て 、
現
在
中
国
で
問
題

が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
と
自
身
が 、
実
は
い
ろ
い
ろ
か
な
り
問
題
が
あ

る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す 。

そ
う
い
う
問
題
を
合
み
ま
し
て 、
き
ょ
う
は
中
岡
を
め
ぐ
る 、
特
に

内
政
問
題
を
い
ろ
い
ろ
お
話
し
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す 。
そ
の
前

に 、
一
部
で
は
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
が 、
乙
の
と
ζ
ろ
中
国
の
陳
楚

駐
日
大
使
が
二
カ
月
以
上
不
在
で
ど
芯
い
ま
す 。
大
阪
の
中
国
展
K
は

帰っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と 、
政
府
関
係
者
そ
の
他
だ
れ
で
も
思っ
て
い

た
の
で
す
け
れ
ど
も 、
つ
い
に
中
間
展
に
も
帰っ
て
こ
な
かっ
た 。
乙

れ
は
や
は
り
注
目
し
て
い
い
材
料
で
あ
り
ま
す 。
か
つ
て
の
文
化
大
革

命
の
時
に 、
在
外
公
館
の
大
使
が
ほ
と
ん
ど
すべ
て
召
還
さ
れ
た
と
同

じ
よ
う
な
状
況 、
ひ
い
て
は
中
国
の
対
外
関
係
あ
る
い
は
国
務
院
の
中

に
幾
っ
か
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
乙
と
も
指
摘
さ
れ
得
る

わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す 。

そ
乙
で 、
そ
う
い
う
問
題
を
お
話
し
す
る
前
に 、
一
つ
の
前
提
と
い

た
し
ま
し
て 、
壁
新
聞
と
い
う
も
の
を
ど
う
理
解
す
る
の
か
と
い
う
と

乙
ろ
か
ら
入っ
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す 。

中
国
に
お
け
る
メ
デ
ィ

ア
｜｜コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
椛
逃
そ
の
も

の
が 、
わ
れ
わ
れ
日
本
あ
る
い
は
ソ
連
と
も
か
な
り
迷
う
わ
け
で
ど
ざ

い
ま
し
て 、
そ
の
辺
の
問
題
を
根
本
的
に
い
っ

ぺ
ん
洗っ
て
お
か
な
い

と 、
現
在
の
壁
新
聞
の
政
治
的
な
立
味
あ
る
い
は
機
能
と
い
う
も
の
も
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理
解で
きない
わ
けでご
ざい
ま
す。

実は、
中国のヨ
ミュ
ユ
ケ
lショ
γ
につ
い
ての
研
究とい
うの

はほ
とん
どなさ
れてい
ない
わ
けで、
私も
社会学が
専
門で
はご

ざい
ませ
んの
で、
十
分なフ
ォロ
ー
はで
きない
か
もし
れ
ませ
ん

が、
ざっ
と
申し
上
げ
ま
すと、
中国に
お
ける
社
会的コ
ミュニ
ケ

lショ
γ
の
媒
体として、
ど
承
知の
よ
うに、
人民日
報が
圧
倒
的

な
意
味を
持っ
てい
る
わ
けで
ありま
す。

最近で
はラ
ジ
オ
がか
な
り
普
及して
お
り
ます。
ラ
ジ
オの
普及

台
数は一
九六六
年当
時
約一
千万
台。
最近は二
千万台に
近い
と

い
わ
れ
ま
す。
北
京放
送
｜｜正
確に
は
中央人民
放
送
局とい
い
ま

す
けれど
も、
そ
して
地
方放送
局とい
うもの
がネッ
ト
さ
れてい

る
わ
けでど
ざい
ま
す。

乙
うい
う人民日
報、
あるい
は
北
京放送、
乙
れが一
般
的なヨ

ミュ
ユ
ケ
！ショ
γ
の
媒
体で
ありま
す。

そ
れか
ら、
テレ
ビ
につ
い
て
考えて
み
ま
すと、
普
及
率が
非
常

に
限られた
もの
で
ありまして、
乙
としの
四
月現
在、
い
ちばん

新しい
推計で
約四
十万
台とい
うこ
とで
すの
で、
全く一
般
的な

コ
ミュユ
ケ
lショ
γ
として
は、
七
億、
八
億の
中の
四
十万で
す

の
で4
あまり
意
味を
持た
ない。

そ
うし
ま
すと、
や
は
り
何といっ
て
も、
人民日
報およ
び
新
華

社の
報道を
中心と
する
北
京放送となる
わ
けでご
ざい
ま
す。
こ

れ
は正
統
的なメ
ディ
ア
で
す。

．司
や刷、・
ぃ0
・AFB

乙
の
ほ
かに、
こ
うい
うメ
ディ
ア
として
は、
ど
承知の
よ
うに、

民
主
諸党派の
機関
紙で
ある
光明日
報。
人民日
報が
中国共産党

の
機関
紙で
あるの
に
対して、
光明日
報の
ほ
うは
民
主諸党派の

機関
紙で
ある
とい
わ
れ
ま
すけれど
も、
実際に
は、
今日、
中国

の
民
主
諸党派とい
うの
は
名目的な
存
在に
なっ
てお
りまして、

完
全に
形
骸
化して
お
りま
すの
で、
ほ
とんど
独
自的な
意
味を
持

た
ない。
た
だ、
しばしば
文化的な
面で
かつ
ての
光明日
報が
持

っ
てい
た
よ
うな
色
彩を
残してい
る。

そ
れか
ら、
も
う一
つ
は
解放
軍
報とい
う人民
解放軍の
機関
紙

が
ある
わ
けでご
ざい
ま
す。
そ
れと、
中国
共産党の
理
論誌で
あ

る
紅
旗とい
うもの
を
中心と
して、
正
統
的なメ
ディ
アの
媒体が

ある
わ
けで
す。
と
の
中で
は、
何といっ
て
も人民日
報が
中心で

ある
と
考えていい
わ
けで
あります。

こ
うい
うメ
ディ
ア
を
私は
実は公
的なメ
ディ
ア
と
呼んでい
る

わ
けで
あ
りまし
て、
乙
の
公
的なメ
ディ
ア
に
対して、
い
わば
非

公
式のメ
ディ
ア
が
あるわ
けで、
その一
つ
が
最近注目
を集めて

い
る
壁
新聞
I｜
大字
報、
およ
びガ
り
版刷
りの
小さな
小字報と

い
うふ
うに
考えてい
い
の
で
はない
か
と
思い
ま
す。

しか
も、
人民日
報や
壁
新聞とい
うもの
は、
人の
自に一
般
的

に
触れる
もの
でご
ざい
ま
すか
ら、
こ
れ
を
私は
大きく分
類し
ま

して、
顕
教的なメ
ディ
ア
と
考えてお
りま
す。

乙
れに
対して、
中国を理
解する
時に
非常に
重要なの
は、
密
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教
的なメ
ディ
ア
が
非常に
大きな
意
味を
持つ
とい
う乙
とで
あり

ま
す。
乙
の
密
教的なメ
ディ
ア
に
は
ど
うい
うもの
が
ある
か
とい

い
ま
すと、
一
つ
は
林彪
事件な
どで
知らさ
れたよ
うな、
党
内の

秘密文
献、
乙
の
中に
は五
七一
工
程紀要とい
わ
れる、
林彪
事件

の
真相が
書か
れてい
る
とい
わ
れるよ
うな
もの、
あるい
は
最
近

で
も
大体二
十
号ぐらい
まで、
こ
とし一
月か
ら
出てい
る、
中国

共産
党
中央発
第何号
通
達とい
うもの
で
すね、
こ
うい
うもの
を

同時に
考えて
みる
必
要が
ある
わ
けでご
ざい
ま
す。

そ
れか
ら、
乙
の
密
教的なメ
ディ
ア
も二つ
に
分
けられる
わ
け

で
す。
そ
うい
う通
達に
類する
もの
と、
内部文献で
は
ある
けれ

ど
も、
一
種の
新聞、
雑
誌の久
タ
イル
をとっ
てい
る、
限られた

サ
lキュ
レ
lショ
ン
のマ
丸メ
ディ
ア
と
し
て
の
「参
考消息」

「参
考
資料」
そ
れか
ら
「極極」
とい
う、
まさに
極
秘とい
うも

の
で
すけれど
も、
こ
うい
うもの
が
ある
わ
けでご
ざい
ま
す。

乙
の
参
考
消息、
参
考
資料、
極、秘とい
うの
はク
ラス
分
けがで

きる
わ
けで
して、
極
秘とい
うもの
が
最も限られた
サ
lキュ
レ

lショ
γ
の
もの
で
あっ
て、
その
次が
参
考
資料、
そ
れか
ら
参
考

消息とい
うの
は、
大体十
八
級
以上の
幹部とい
い
ま
すの
で、
日

本の
官僚機
構でい
い
ま
すと、
課長
級以上
ll最近い
ろい
ろ
説

が
ありま
すが、
参
考
消息は
もっ
と
広
範に
見られる
とい
う乙
と

がい
わ
れて
お
りま
す。

こ
うい
うもの
を
総
体として
中国のコ
ミュユ
ケ
！ショ
γ
とい

� 

ー

うもの
が
成り立う
てい
る
と
考える乙
とが必
要で
あろ
うと
思い

ま
す。
その
中で
壁新聞とい
うもの
も
位置付けて
みな
ければい

けない
の
で
す。
そ
れ
を
も
う少し
くわし
くど
説明い
た
し
ま
すけ

れど
も、
中国の
社会的コ
ミュニ
ケ
ーショ
ン
にお
ける
顕
教性と

密
教性を理
解してお
く乙
とが
必
要で
あります。

ニ

ニ

O

名
で
一

部
の

人

民

日

報

人民日
報が乙
ういっ
てい
るか
ら、
中国の
対外
対策は乙
うで

ある
とい
うふ
うに、
即事的に
判断する乙
とはで
きない
わ
けで

あり
ます。
た
と
えば、
人
民日
報は
確かに日
本軍国主義
像とい

うと
と
を
数年前は
盛ん
に
唱えてお
りました。
とこ
ろが、
党内

の
密
教的なメ
ディ
アで
ある
参
考消息など
を
見ま
すと、
実は
自

衛
隊
員の
募
集をして
も、
隊員がほ
とん
ど
集まらない、
若者は
あ

まり
自衛際に
関心がない
とい
うこ
とまで
出てい
る
わ
けで
す。

で
すか
ら、
そ
うい
う乙
と
を
考えて
中国とい
うもの
を
見る
必

要が
ある
し、
中国の
対外政
策がしばしば
非常に
公
式的なと
と

を
言い
なが
ら、
実は
非
常に、
ある
意
味で
P7
9ティ
の
ある、

現
実的な
外
交政策を
展
開してい
るカ
ギ
もそ乙
に
ある
わ
けでご

ざい
ます。

そ乙
で、
初めに
戻りまして、
人民日
報の
発
行部数はどの
く

らい
あるの
だ
ろ
うか。
乙
うい
う乙
とは
大事な乙
との
よ
うで、

意
外に
日
本の
新聞もほ
とん
ど
報じません
し、
ほ
とん
ど
知られ

-3ー



てい
ない。
年鑑
類を
見て
も、
正
確な
数
字は
載っ
て
ない
わ
けで

ご
ざい
ま
す。
私がい
ろい
ろ
調べ
た
と乙
ろに
よ
りま
すと、
い
ち

ばん
新しい
数
字は一
九
七二
年の
十一
月、
人民日
報の
国
際
部主

任
陳
殺とい
う
編
集者が、
ヒュ
！ム・
イギ
リス
外
相訪中記
者
団

に
明らかに
した
当
時の
発
行部数は三
百四
十万
部で
ある
とい
う

こ
とで
した。

乙
の
数字を
基
礎に
算出い
た
し
ま
すと、
中国共産党
員とい
う

の
は、
去
年の
十
全大会で、
二
千八
百万とい
わ
れて
お
り
ま
すの

で、
約八
名の
党
員につ
い
て一
部の
人民日
報が
配られる
とい
う

こ
とで
す。
社会党の
社会
新報は
どの
くらい
の
普及
率か
私知り

ませ
ん
けれ
ど
も、
中国
共産党
員内で
も人民日
報を
見るの
は
八

名に一
人で
ある。
そ
れか
ら、
乙
れ
を
全人口
につ
い
て
み
ま
すと

ど
承知の
よ
うに、
中国の
人口
統
計とい
うの
は、
公
式な
統
計は

一
九五
四
年以
来まさに、
二
十
年
間
発
表さ
れて
ない
わ
けで
すか

ら、
推
定値に
頼る
以
外ない
わ
けで
すが、
仮に
七
億五
千万
とい

う
平
均
推
定値を
取りま
すと、
私の
計
算で
は、
中国に
は
約二
十

七
人に一
人の
割合で
共産党
員が
存
在し、
そ
れ
らの
共産党
員の

約八
名に一
部の
割合で
人民日
報が
配
布ない
しは
購
読さ
れてい

る。
全
人口
に
対して
みる
と、
約二
百二
十
名に
対して
人民日
報

が一
部とい
うこ
と、
つ
まり一
部の
人民日
報を二
百二
十
名で
読

むとい
う計
算に
なる
わ
けでご
ざい
ま
す。

こ
乙
に、
壁
新聞とい
うもの
が
大きな
意
味を
持つ一
つ
の
伏
線

4『

t 

的な
問
題
提
起をしたい
わ
けでご
ざますが、
そ
れは
後に
し
まし

て、
中国に
おいて
唯一
の
正
統的なメ
ディ
アで
ある人民日
報で

さ
え
も
実は二
百二
十
名に一
名しか
行き
渡らない
とい
うこ
とに

な
り
ま
すと、
壁
新聞とい
うの
は
非常に
大きな
意
味を
持つ、
あ

るい
はその
他の
党
内の
伝達、
口コ
ミ
とい
うもの
が
非常に
大き

な
意
味を
持つ
とい
うこ
と
を理
解して
お
く必
要が
あるの
で
はな

い
か、
乙
れが
ま
ず第一
点で
す。

そ
れか
ら、
第二
点は
壁
新聞が
あれほ
どの
人
気を博する
とい

うカ
ギ
は、
中国
社会とい
うもの
が一
般的に
非常に
非
情報的な

性
格を
持っ
てい
る
とい
う乙
とで
す。
とい
うこ
とは、
同時に乙

の
中国
社会の
底辺に
お
けるそピ
リティ
が
非常に
低い
とい
う乙

と
を
知っ
て
お
く必
要が
あるの
で
はない
かと
思い
ま
す。

一
九六二
年
！lちょ
うどい
まか
ら十二
年ぐらい
前で
すが
l

｜有名な
経済学
者のグγ
ナ
l・
ミュ
ル
ダ
lル
の
息子のヤγ・

ミュ
ル
ダ
Iル
が、
延
安近
郊の
農村に一
カ
月以上
滞
在した乙
と

が
ありま
す。
乙
の
息子は九
ウェ
lデγ
人で
あるためにい
ろん

な
特権が
与え
られて、
社会主義
中国の
農村に一
ヵ
月以上
滞
在

して、
しか
も
実態
報告
llフ
ィ
ール
ド・
サーベ
イ
をや
りまし

て、
邦訳で
は
中央公
論か
ら
「
中国農村か
らの
報告」
とい
う
非

常に
感
動的な
報告が
出て
おりま
す。

乙
れ
をお
読みい
た
だ
くとわか
りま
すが、
延
安近
郊の
柳
林と

い
う、
彼のい
た
村の
場
合は
村民が二
百十二
名おりま
す。
その

-4ー
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中で
北京へ
行。
た乙
との
ある
もの
はた
だ一
入、
村の
党
書記
長

だ
けなの
で
す。
延
安とい
うの
は、
ど
承知の
よ
うに
侠西省で
あ

りま
すの
で、
陳西
省の
省
都で
ある
西安に
行っ
たこ
とが
ある
も

の
は
村
中で二
人、
書記
長
を
含めて二
人で
す。
ど
承
知
の
よ
う

に、
延
安とい
うの
は
老解放区で
ありまして、
中国全
体の
中で

は
割合に
開
けた
とこ
ろで
あるに
もかか
わ
ら
ず、
二
百
十二
名の

村人の
中で
北
京へ
行っ
た乙
との
ある
もの
は
村の
党
書記
長一
人

だ
とい
うこ
とで
す。

た
と
えだ、
日
本の
山
梨
県の
ある
農村あた
りで
llちょ
うど

その
ぐらい
に
当る
と
思い
ま
すが
｜｜村
中で
東京へ
行っ
た
もの

は一
人とい
うこ
とは
全くない
わ
けでご
ざ
い
ま
し
て、
乙
うい

う、
い
わば
中国
社会のそ
ピ
リティ
の
低さ
とい
うこ
とが
わか
り

ます。そ
れか
ら、
中国の
民
衆は
隣県へ
行く
場
合に、
すべ
て
機関に

申
請して、
通
行証
を
入
手しな
ければな
らない。
ど
承知の
よ
う

に
中国の
県とい
うの
は日
本の
県よ
りか
な
り小さい
わ
けで、
日

本の
郡ぐらい
の
大きさで
す。
乙
の
通
行
証
を
得る
とい
うこ
と

は、
すべ
て
行く理
由その
他を
申告い
た
し
まして、
党
委
員会
l

l
今日で
は
革命委
員会がそ
れに
当たっ
てい
る
と
思い
ま
す
ーー

の
審査
を
経な
ければな
らない。
そ
うい
う乙
と
を
する
とい
うこ

とは、
一
般民
衆に
は
負
担の
多い乙
とでご
ざい
ま
すし、
そ
うい

う乙
と
を
考えて
も、
乙
のモ
ピ
リティ
の
低さ
とい
うこ
とは証
明

ー

• 

さ
れる
わ
けで
ご
ざい
ます争

とい
う乙
とは、
中国にお
けるコ
ミュ
ユ
ケ
！ショ
γ
の
受け手

の
側に
極度の
非
情報性とい
うもの
が
存在してい
る
と
い
う
乙

と、
その
よ
うな
非
情報性とい
うこ
とを
基礎に
して
党の
政治指

導が
貫
徹する
とい
う、
一
種の
特殊なコ
ミュ
ニ
ケ
ーショ
ン
の
体

制の
中でと
そ、
まさに
密
教的なメ
ディ
ア
とい
うもの
が
非常に

大きな
意
味を
持つ
とい
う乙
とでご
ざい
ます。

その
密
教的なメ
ディ
ア
が
ど
うい
う意
味を
持っ
か
とい
うこ
と

を、
アポロ
日
号の
月世界到着と、
ベ
トナム
和
平の
中国にお
け

る
報道を
見て
みたい
と
思い
ます。

ど
承知の
よ
うに、
今日の
中国は、
人民日
報、
北京放送と
も

ア
ポロ
日
号が
月世
界へ
到着した
とい
う乙
とは
報じてい
ない
わ

けでご
ざい
ます。
で
ありまずか
ら、
民
衆はそ
れを知らされて

い
ない。
しかしなが
ら、
だか
らといっ
て、
中国の
幹部がそ
れ

を知らない
か
とい
うと、
決して
そ
うで
はない
わ
けでご
ざい
ま

して、
幹部に
は、
さっ
き
言っ
たよ
うな、
参
考
消息など
を通じ

て、
すべ
て
そのこ
とは
知らさ
れてい
る
わ
けでご
ざい
ます。

乙
の
点につ
い
て、
人民日
報の
国
際
部主任は、
ど
う言っ
てい

る
か
とい
うと、
「私た
ちの
考えで
は、
地球上に
まだ
まだ
解決

すべ
き
問
題がた
くさん
ある
と
思い
ます。
私た
ちとして
は、
月

での
出
来事よ
り、
地球上の
事件に
読者の
関心が
ある
と
思っ
て

い
ます」
とい
う
弁明をして、
アポロ
を
報道しない乙
とを正
統
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化してい
る
わ
けでご
ざい
ま
す。

そ
れじゃ、
地
球上の
出
来
事
が
すべ
て
報道さ
れる
かとい
う

と、
決して
そ
うじゃ
な
く、
今日
林彪
事
件とい
わ
れてお
りま
す

が、
あれほ
ど
批
林批孔がい
わ
れてお
りなが
ら、
林
彪
事
件そ
の

もの
が
人
民日
報で
伝え
られた乙
とは一
度もない。
そ
れは
すべ

て
密
教的なメ
ディ
ア
ll通
達の
中で
伝え
られてい
る
わ
けでご

ざい
ます。

H

左
u

か

ら

の

国

務

院

批

判

そ
れか
ら、
ど
承知の
よ
うに、
中国はベ
トナム
戦
争の
当
初か

ら
中期に
か
けまして、
徹底
抗戦の
立
場をほの
め
かして
お
りま

した。
そ
うい
う
中国の
立
場か
ら
する
と、
パ
リでベ
トナム
和
平

の
会
談が
聞か
れる
とい
う乙
とは
非常に
ま
ずい乙
とに
なる
わ
け

でご
ざい
ま
す。
その
ために一
九六
八
年の
五
月に
初めて
例のパ

リ
会
談が
持た
れたの
で
すが、
乙
の乙
と
を
中国が
報道したの
は

約一
年半後の
六
九
年十
月に
なっ
て
か
らでご
ざ
い
ま
す。
しか

も、
その
報道の
仕方も、
ベ
トナム
問
題に
関するニ
クソγ
演
説

を
非
難した
北ベ
トナム
政府と
南ベ
トナム
草
命臨
時政府の
声明

を
報道した
際に、
従来はパ
り
会
談に
関する
個
所は
全部カッ
ト

して
報道してい
たの
を、
削除すると
と
をやめた
とい
う、
非常

に
消極的な
報じ
方に
よっ
て
報道してい
る
とい
う問
題が
ある。

ζ
うい
うふ
うに
考えて
み
ま
すと、
中国に
お
けるコ
ミュニ
ケ

e

aF・骨

ーショ
ン
とい
うもの
は
非常に
特殊な
体質を
持っ
てい
る
とい
う

と
とがお
わか
りに
なるの
で
はない
かと
思い
ます。
そ
して、
中

国のマ
久
メ
ディ
アにおい
て
はい
わ
ゆる三
面記事的な
社
会面と

い
うの
は一
般に
はない
わ
けでご
ざい
ま
す。
しか
も、
こ
れは、

私の
考え
方で
すが、
中国人ほ
ど三
面記事的な
社
会面に
興
味を

持つ
民
族的な
特性を
本
来持っ
てい
る
民
族はない。
そ
うし
ま
す

と、
そ
うい
う
中
国人の
特性か
らし
ましで
も、
当然の
社
会的な

通
念か
らして
も、
コ
ミュ
ユ
ケ
iショ
ン
の
大きな
断絶とい
うも

の
が
ある
わ
けで、
と
の
断絶こそ、
文
化
大
革
命の
時
期、
そ
して

今回の
批
林批孔運
動の
中で、
壁新聞とい
うもの
が
認
識さ
れる

大きな
要因で
はない
か
と
私は
考えてお
りま
す。

壁
新
聞とい
うの
は、
言うまで
もな
く、
二つ
の
機能がご
ざい

ま
す。
一
つ
は
事実暴露とい
う機能で
あり、
も
う一
つ
は
意見表

明とい
う機能でご
ざい
ま
す。
こ
うい
うこつ
の
機能を
持っ
た
壁

新聞が
非常に
はん
らんいた
し
まして、
そ
れは、
文
革の
時も
今

回も、
政治闘
争の一
環として
意
味
を
持つ
わ
けでご
ざい
ます

が、
実は
先ほ
ど
言い
ましたよ
うに、
身近な工
場や
党
委員
会で

幹部が
悪いこ
と
をした、
最近で
は
女性問
題な
ど、
そ
れか
ら
賄

賂を
取っ
た
とか、
そ
うい
うと
とが
暴露さ
れてお
りま
すが、
そ

うい
う乙
と
を
含めて、
三
面記
事的なニュ
l九
がない
だ
けに、

壁
新
聞でそ
うい
うもの
が
あらわれた
時に、
大
衆を熱狂させる

とい
う問題が
あるよ
うに
思わ
れる
わ
けでご
ざい
ま
す。
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とい
う乙
とは、
中国の
非
情
報
的な
社会の
中でつ
のっ
てい

た、
ユュ
Iス
や
情報に
対する
潜
在的な
欲求不
満が一
挙に
爆
発

する。
そ
うい
うもの
として
壁
新聞が
位
置
付
けられる
と乙
ろに

ある
わ
けでご
ざい
ま
す。
で
すか
ら、
逆に
言い
ま
すと、
情報を

持っ
てい
る
もの、
つ
ま
り
幹部と、
情報を
持っ
てい
ない
もの、

情報を
独
占してい
る
もの
と
独
占
し
てい
ない
もの
との
聞の
断

絶、
そ
れに
対する
大
衆の
反
逆とい
うふ
うに
も
言えるの
では
な

い
か
と
思い
ま
す。

私も
文
化大
革
命の
時
期に
中国に
行っ
て
感じたの
で
すが、
あ

れほ
ど
紅
衛
兵が
喜々
として
北
京へ
北
京へ
と
行
くの
は、
一
般に

は、
北
京に
行か
れる
なんて乙
とは、
一
生に一
度あるかない
か

とい
うこ
とで
あり
ま
すか
ら、
そ
れ
を
毛沢
東がた
だで、
革
命の

た
め
な
らだ
れで
もい
い
か
ら
北京へ
来い
と
言っ
たの
で
紅衛兵た

ちは
喜ん
だ
わ
けで
す。
そ
れは、
先ほ
ど
言っ
たよ
うな、
社会
的

性
格か
らも
導か
れるの
で
は
ない
か
と
思い
ま
す。
同じよ
うに、

壁
新聞が
増える
とい
う乙
と
もそ乙
か
ら
出て
くる
わ
けでご
ざい

ま
す。こ

うい
う、
中国のコ
ミュユ
ケ
lショ
γ
構造とい
うもの
を
う

ま
く、
非常に
巧みに
政
治に
利
用してい
るの
が、
毛沢
東の
政
治

的な
技
術、
テクニ
ッ
ク
で
あり
ま
して、
乙乙
に
注目
してお
く必

要が
ある
と
思い
ま
す。

参
考までに、
さっ
きの
参
考
消
息につ
い
て
申し上
げま
すと、

． 

’ 

参
考
消息とい
うの
は、
幹部の
新聞でご
ざい
ま
すの
で、
幹部は

状況をりアル
に
知らな
ければい
けない、
そ
うで
あ
る
が
ゆえ

に、
た
と
えば
台
湾の
中央通
信社のニュ
l九
さ
え
幹部新聞に
は

出る
わ
けで
す。
一
般の
者に
は
台
湾の乙
とは
全く
報道さ
れない

わ
けで
すが、．
台
湾の
経済成
長はこ
れほ
ど
高い
とい
う数字まで

幹
部新聞に
は
出る。
そ
うい
うと
と
をわ
れわ
れは
知っ
てお
く必

要が
あるの
では
ない
か
と
思い
ま
す。

そ
うい
う状況の
中で、
今回の
批林批孔運
動とい
うもの
を
見

て
み
ま
すと、
や
は
り
幾つ
かの
間
題点が
あるよ
うに
思い
ます。

その一
つ
は
文化大
革命以
来、
幹部が
再び
特権化して
きた。

つ
まり、
文革の
精神が
形
骸
化して
きで、
特に
革命
委員会の
幹

部が
横暴に
なっ
て
きた、
あるい
は
会議をほ
とんど
聞かない
と

い
う
批判。
あるい
は、
金侯とい
うベ
γ・
ネ！ム
の、い
わばドン
キ

ホ
ーテ
みたい
な
面
白い
人
物が
何回も壁新聞で
言っ
てい
るの
を

見ましで
も、
様々
な
欲求不
満が
出て
おる
わ
けでご
ざい
ます。

しか
し
な
が
ら、
こ
うい
うふ
うに
考えますと、
中国にお
ける

壁
新聞は、
言論の
自由とい
う問題と
関連して、
積極
的に
評
価

さ
れ
得る
と
考える
向き
も
ある
わ
けで
すが、
私は必
ずし
もそ
う

で
はない、
実はそ
うい
う乙
とを
含めて、
毛沢
東の
政
治指導は

貫
徹してい
る
わ
けで
す。
かつ
て、
紅衛兵運
動が
盛ん
だっ
た
時

に、
初めて
壁新聞を
出した
北京大学の
女の
琵元
梓などとい
う

先
生が
盛んに
持ち上
げられ
ました。
しか
しなが
ら、
やがて
紅
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衛
兵
運
動が
不
必
要に
なる
と、
彼
女は、
失脚させ
られて
お
りま

す。
今回も語元
梓を
失脚させたの
は
けしか
らん
とい
う壁
新聞

が
出てい
る
わ
けで
す。
そ
うい
う乙
と
を
含めて、
常に
大
衆の
積

極
性とい
う乙
と
を
十
分
意
識し
なが
らも、
その
背後に
は
政
治の

赤い
糸が
太く
結ぼ
れてい
る
と
見ざ
る
を
得
ない
わ
けで
あり
ま

す。今回の
壁
新聞に
は、
い
ろい
ろの
雑
多な問
題がど
ざい
ま
す
け

れ
ど
も、
一
つ
の
傾向は、
文化
大
革
命へ
の
回
帰、
あるい
は
文
革

路
線の
形
骸
化に
対する
批
判とい
うもの
が
特徴づ
け
られ
ま
す。

い
わ
ば、
左か
らの
批
判
と
考えてい
い
の
で
は
ない
か
と
思い
ま

す。そ
れか
ら、
二
番目の
特徴は、
党
委
員
会で
は
なくて、
革
命
委

員
会が
批
判されてい
る
とい
う乙
とでご
ざい
ま
す。

今回
名指しで
批
判された
草
命
委
員会の
幹
部は、
た
とえば
華

国
鋒とい
う
湖南省の
革
命
委
員会主
任。
同じ
湖南省で
は、
楊
大

易をはじめ
革命
委員会幹
部がた
くさん
批
判されてい
ま
す。
黒

竜江
省
あた
りを
み
ま
すと、
在
家道、
劉光
溝とい
う主
任、
副
主

任が
批
判さ
れ
ました。
北京
市委員
会の乙
とにつ
い
て
は
日
本の

新
聞も
報じて
お
り
ました。
その
ほ
か、
陳西
省、
武漢
市、
江
西

省、
雲
南省など
様々
な
とこ
ろで
革命
委員会幹
部が
批
判されて

い
る
わ
けでご
ざい
ま
す。

革
命
委
員会
幹
部
批判が
目
立つ
とい
うと
とは、
先ほ
ど
言い
ま

したよ
うに、
革命
委員会の
幹
部の
特権化とか、
あるい
は、
文

草精
神を
形
骸化させてい
る
とか、
い
ろんな批判なので
す。
草

命
委
員
会とい
うの
は、
文化大
革命の
奪権闘
争の
過
程でで
きた

新しい
行政
機関としての
権力機
構でご
ざい
ますので、
革命委

員
会批
判とい
うの
は、
行政機関に
対する
批判とい
うふ
うに
考

えてい
い
わ
けでご
ざい
ます。
とい
うこ
とは、
最高
行政
機関で

ある
国
務
院に
対する
批判とい
う乙
とを
合意してい
るので
はな

い
か
と
考え
ざる
を
得ない。
かつ
て
文化大
革
命の
時
に
毛’沢
東

は、
国
務
院に
対する
批判が
十
分で
はない、
国
務
院はいっ
ぱい

問題が
ある、
も
う少し
国
務
院を
批
判せよ
とい
うと
とを
言っ
て

お
りました
けれ
ど
も、
ど
うも
最近の一
連の
動きとい
うの
は、

国
務
院に
対する
批
判とい
う乙
とを意
味してい
るので
はない
か

と
思
うわ
けでご
ざい
ま
す。
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国

家

化

図
っ

た

林

彪

乙
の
点は、
実は
文
革の
時とかな
り
違うわ
けでご
ざい
ます。

文
革の
時は、
党に
対する
批判、
つ
まり
党を
破壊せよ、
その乙

とが
革
命なん
だ
とい
う、
実権派打倒の
奪権闘争だっ
たの
に
対

して、
今回の
場
合に
は、
国
務
院批
判とい
う乙
とが
注目される

わ
けで
す。

未確認
情報で
すが、
ほぽ
地方放
送など
を
含めて
考える
と
確

か
だ
と
思わ
れるの
は、
現
在中固に
は
「批林批孔
弁公
室」
とい



I 

うもの
が
設けら
れまして、
批
林批孔運
動を
指導してい
るb
そ

して、
乙
の
批
林批孔
弁公
室とい
うの
は、
かつ
ての
文化大
革命

の
時の
文
革小
組と
同じよ
うに、
江
育
夫
人
がその
責任者で
あ

り、
張
春橋、
挑文元とい
う文
革ラディ
カル
｜｜宮
廷派とかい

ろい
ろ
呼び
方は
ありま
す
けれど
も、
文
革派が
副
主
任に
なっ
て

おる。
そ
れか
ら王
洪文が
顧問に
なっ
て
い
る
とい
う
情報が
ある

わ
けでご
ざい
ま
す。

もし
も、
こ
うい
うふ
うに
考えて
まい
りま
すと、
や
は
り
今回

の一
連の
批
林批孔運
動とい
うの
は、
ある
意
味で
は、
国
務
院そ

して
周
恩
来批
判を
意
味するの
で
はない
か
と
考え
ざる
を
得ない

わ
けでご
ざい
ま
す。

そ乙
で、
問題は
中国の
行政官
庁がど
うい
うふ
うに
なっ
てい

るの
か
まだ
まだ
さっ
ぱ
りわか
らない
わ
けで
す。
国
務
院のポ久

ト、
つ
まり
大
臣が一
体
何人い
るの
か、
そ
れさ
え
もはっ
きりわ

か
らない
わ
けでご
ざい
まして、
外
交部の
よ
うに
明らかに
なっ

て
い
る
部
署も
ある
わ
けで
すが、
依然として
非常に
多くの
部
署

が
固まっ
てい
ない。

そ
れか
ら、
人民
解放
軍の
総参
謀
長
も、
一
応
憲法の
建て
前に

よ
れば、
周
恩
来総理
も、
全
国人民
代表
大
会の
合意に
よっ
て
選

出さ
れた
国
家主
席が
国
務
院総理を
任命する乙
とに
なっ
て
お
り

ま
すか
ら、
そ
うい
う、
総理
以
下
国
務
院の
閣
僚の
任期はとっ
く

に
切れてい
る
わ
けでご
ざい
ま
す。
そ
うい
う制
度
的な
裏付けの

• 

’ 

ない
状況が
続く乙
とに
なる
わ
けでご
ざい
ま
す。

なぜ
中国は、
人民
代表大
会を
聞かない
の
か。
人民
代表大
会

は、
憲法に
よ
れば
毎年聞かな
ければい
けない
わ
けで、
日
本の

国
会に
あたる一
院制の
議
会でご
ざい
ます。
そ乙
で
国務
院の
閣

僚のポス
ト
を五
年に一
ベ
ん
は
選
出し
直す。
あるい
は、
毎年毎

年国
家予
算と
決
算を
審議し
承認する。
そ
れか
ら、
外国と
締結

した
条
約など
はそこ
で
批准する乙
とが必
要に
なる
わけで、
そ

うい
う乙
と
を
中国は一
切やっ
てい
ない
わ
けで
す。
で
すか
ら、

日
中航空協
定に
して
も、
今
後予
想さ
れる
平和
条約に
して
も、

本来日
本の
国
会で
は
批准する
けれど
も、
中国の
国
会で
批准し

た
とい
う乙
と
を聞い
たと
とがない
わ
けで、
そ
うい
う政治
的空

白
状況の
中で
すべ
て
が
行われてい
る
わ
けでご
ざい
ます。
依然

と
して、
そ
うい
う状況が
続い
てい
る乙
とか
らして
も、
や
は
り

現
在の
中国はか
な
り
大きな
問題が
存
在してい
る
と
考えざる
を

得い
わ
けでど
ざい
ま
す。

そ乙
で、
こ
れか
らは
私の
仮
説に
なる
わ
けで
すが、
なぜこ
う

い
う
状況が
続くの
か。
た
とえば、
最近
中国で
言わ
れてい
る乙

とに、
「公
明正
大で
な
ければい
けない」
「陰
謀術策を
弄して

はい
けない」
とい
う乙
とが
あります。
乙
れは、
すべ
て
林彪を

指し、
林彪も
孔子
も陰
謀家で
あっ
て、
全く公
明正
大で
はなか

っ
た
とい
うこ
とが
言わ
れる
わ
けで
すけれど
も、
林彪は過
去の

人
物で
すし、
孔子は、
思
想として
は
問題が
あっ
たか
もし
れ
ま
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せ
ん
が、
や
は
り、
現
実の
政治闘争の一
環。として
批
林批孔運
動

が
位
置づ
け
られてい
る
状況をみ
ま
すと、
現
在の
状況の
中で
問

題を
考えてい
く必
要が
あるの
で
はない
か
と
思い
ま
す。

そ乙
で、
私は乙
うい
う
仮
説を
持っ
てい
る
わ
けで
す。
つ
ま
り

林彪
事件とい
うもの
が
非
常に
街激的な
事件で
あっ
た。
毛沢
東

と
林彪がス
ク
ラム
を
組んで
天
安門の
上で
語
録を
振っ
てい
る
姿

が
大
衆に
は
伝達さ
れてい
る
わ
けで
す。
その
林
彪がと
と
も
あろ

うに、
毛沢
東暗
殺を
企て
た
最悪の
反
革命で
ある
とい
う乙
とで

すね。
乙
れは
大
変な
事件で
ある。
そ
うし
ま
すと、
その
事件を

正
当
化する
llつ
ま
り、
林彪がい
かに
悪
者で
あるか
とい
う乙

と
を正
当
化してい
かな
ければい
けない
ために、
幾つ
かの
無理

が
生じてい
る。
そ
して、
そ
れほ
どの
陰
謀家で
あ
り、
卑
劣な
反

逆
者を
党副
主
席に
まで
した
中国共産
党全
体の
責
任は
ど
うか、

その
最
高
責
任者で
ある
毛沢
東の
責
任は
ど
うかとい
う乙
とに
も

な
りか
ねない
わ
けでご
ざい
ま
す。
そ
うい
う
無理な
状況をい
ま

中
国は
論理
化しな
ければい
けない。
その一
環として
批
林批孔

運
動とい
うもの
が
出て
きたよ
うに
思うの
で
す。

とい
う乙
とは、
結局
林彪
事件なの
で
すが、
乙
の
事件とい
う

の
は、
実は
周
恩
来
llつ
ま
り
行政官僚
対寧の
織
烈な
闘
争で
あ

っ
たの
で
は
ない
か
とい
うの
が
私の
仮
説なの
で
す。
文
草に
よっ

て
寧が
圧
倒
的な
優位を
占め
た
わ
けで、
い
わば
中国は
兵営体制

に
なっ
た
わ
けでご
ざい
ま
す。
当時
兵営体制
｜｜ギャ
リソγ・

九
テ
イ
ト
なんてい
うと
とを
言うと、
日
本で
もずいぶ
ん
おしか

りを
受けたの
で
すけれど
も、
中国がい
ま言っ
てい
る乙
とは、

林彪は
まさに
中国を
軍
事国
家化しよ
うとした、
兵営国
家化し

よ
うとした
と
言っ
てい
る
わけで
すか
ら、
私の
仮
説が正
しかっ

た
わ
けで
す。

文
革は、
党内の
少
数派で
あっ
た
毛沢
東が
軍の
力を
頼りに
l

lつ
ま
り、
林彪が
全面
的に
人民
解放
軍を
率い
まして、
毛沢
東

をバ
ッ
ク
アッ
プ
した
が
ゆえに、
毛沢
東の
勝利に
帰した
わけで

ご
ざい
ま
す。
軍が
奪権
闘争に
大きな地
位を
占めた
結果、
寧は

党の
中に
おい
て
も
大きな
優位を
占めた
わけでご
ざい
ます。
革

命
委員会、
そ
して
党
委員会を
見ましで
も圧
倒的な
数の
寧の
優

位でご
ざい
ま
す。
九
全大
会以
後の
時
期を
見て
み
ま
すと、
各
級

レベ
ル
の
第一
書記の
九
十
数パ
iセ
γ
ト
が
軍人で
ある
とい
う時

期が
ありました
か
ら、
ある
意
味で
は、
党官僚あるい
は
行政官

僚あるい
は
行政官僚に
とっ
て
は
非
常に
脅
威に
なっ
て
きてい
た

わ
けでご
ざい
ま
す。

そ乙へ
六
九
年の
中ソ
対立とい
う
もの
が
大き
く
作用い
た
しま

した。
寧は、
六
九
年の
新彊
省を
中心と
する
中ソ
戦争の
危機に

際して、
非
常にソ
速の
脅威を
感ぜ
ざる
を
得な
くな
りました。

その
ために
は
もっ
と
軍
事予
算を増
大させ、
寧の
力を
強めると

とに
よっ
て、
対ソ
対決を貫乙
うとい
う姿
勢を
取り
続けたよ
う

に
思うの
で
す。

nu
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今日、
林彪はソ
速に
通じてい
たスパ
イで
ある
とい
うよ
うな

乙
と
を
言わ
れ
ま
すが、
かつ
ての
林彪の一
九六五
年の
「人民
戦

争の
勝利万
歳」
とい
う
論文、
そ
れか
ら六
九
年の
九
全大会の
対

ソ
徹底抗
戦を
呼び
か
けた
「
戦争に
備え
災害に
備え」
とい
う
演

説。
そ
して、
林彪だ
けな
らと
もか
く、
失脚した
黄永勝総参
謀

長がその
後も
ずっ
と一
貫して
主張してい
たよ
うな、
米
中
接近

は
あり
得ない
とい
う主張
11
対ソ
徹底
対決、
帝国主
義との
妥

協もソ
連修正
主
義との
妥
協も
あり
得ない
とい
う姿
勢を
考え
ま

すと、
むし
ろ
寧は一
貫して
対ソ
強
硬路
線で
あっ
たの
で
はない

か
と
思
うの
で
す。

乙
れに
対して、
その
よ
うな
軍の
暴走とい
うもの
が、
政
治
勢

力として
も
肥大化してい
ると
と
を
含め、
党官
僚な
り
行政
官僚

に
は
非
常に
脅
威に
なっ・
てい
る。
そ乙へ
もっ
て
きて、
軍が
ま
す

ま
す
暴
走しよ
うとしてい
ると
とは、
周
恩来な
り、
そ
して
毛沢

東に
とっ
て
も
脅
威に
なっ
て
くる。
そ
して
周
恩
来として
は、
米

ソ
二
正
面
作戦を避ける
意
味か
らも、
六
九
年の
後
半以
降アメ
リ

カ
の
送っ
たシ
グ
ナル
を
受
け入れ
まして、
米
中接近に
走っ
てい

く。
こ
うい
う
状況の
中で、
周
恩来は
中ソ
危
機をヨ
ス
イギγ
と

の
会談に
よっ・
て
凍
結させ
まして、
外
交
交
捗に
乗せてい
くわ
け

で
す。
むし
ろ、
周
恩
来の
ほ
うが
対ソ
関
係に
して
も、
米
中関
係

に
して
も現
実主
義とい
うか、
融和
的な
方向を
出してい
た
わ
け

で
あ
りま
す。

＠ 

ー’

毛

沢

東

下
の

非

毛

沢

東

化

その
他陳伯達の
失脚も
ありますけれど
も、
と
うい
う内
外
情

勢を
含め
まして、
その
極限に
起こっ
たの
が
林彪
事件で
はなか

っ
たか。
そ
うし
ま
すと、
林彪
事件とい
うの
は一
種の
予防ク
ー

デター
として
行わ
れた
もの
で
あっ
て、
私の
仮
説が正
しい
と
す

れば、
林彪は
北
京で
殺さ
れてい
る。
そ
して、
林彪、
総参謀長

以下、
軍人の
ほ
とん
どが
北
京で
処理さ
れたか、
今日
生
存して

い
るに
して
も
軟
禁状況に
あるの
で
はない
かとい
う
気が
するの

で
す。モ

γゴ
ル
の
ウγ
デルハ
γ
で
死ん
だ
とい
う中国の
主張は
中国

側の
みが
主張してい
るわ
けでご
ざい
まして、
ソ
連大
使館もモ

ンゴ
ル
当
局も否
定しておる。
最近のソ
連の
論調も
明らかに
私

のい
まの
説を
強
調し
始めてい
るわ
けでご
ざい
ま
す。

ま
あ五
七一
工
程紀要とい
う
林彪
事件の
真相は
あまりに
もチ

ャ
チ
で
ありま
すし、
林彪ほ
どの
者が、
あるい
は
林彪だ
けな
ら

と
もか
く、
黄永勝、
そ
れか
ら陸海空の
総司令全部が
失脚した

わ
けで
すか
ら、
当
時の
軍人が
あれほ
どチャ
チ
なと
とで
も
毛沢

東暗殺を
計画して、
そ
れが
露見するよ
うなと
とは
するは
ずが

ない。
私の
仮
説が正
し
くない
に
して
も、
そ
れに
近い
よ
うな
状

況が
中圏内
部に
あっ
たの
で
はない
かと
思い
ま
す。

その
あげくの
米
中接近で
あり、
－一
クソγ
との
首脳会談で
あ
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っ
た
だ
けに、
あの
こ
ろは周
恩
来に
とっ
て
も
まさに
乗る
かそ
る

かの
大きな
危
機を
く
ぐり
抜けて
きた
状
況で
はなかっ
たか
と
思

い
ま
す。

そ
うい
うふ
うに
考えて
み
ま
すと、
周
思
来とい
うの
は
確かに

中国を
長
期
的に
見て、
常に
国
家的
使命感に
立
脚する
人
物だ
と

思い
ますの
で、
林彪型の
冒
険主
義を
も
克
服しまし
た
し、
中
国

革
命の
過
程で
も一
貫して
毛沢
東の
政治の
民ぬ
ぐい
をして
きた

わ
けで
すか
ら、
内心
非
常に
深い
とこ
ろで、
毛沢
東の
文
革路
線

で
はとて
もだ
め
なの
だ
とい
う乙
と
をよ
く知っ
てい
た
わ
けで
あ

り
ま
す。

な
し
崩し
的に
旧
幹部の
復
権を
図り、
い
ま
批判さ
れてい
るよ

うな
脱文
革とい
う
方
向を
出してい
く。
対外的に
は、
中国をめ

ぐる
国
際
環境が
大き
く
変化してい
く
中で、
国
家外
交とい
わ
れ

る
現
実主
義外
交に
転換してい
く。
乙
の
イニ
シ
アチブ
を
取っ
た

の
は
やは
り周恩
来だ
とい
うふ
うに
考えざる
を
得ない
わ
けで
あ

り
ま
す。
こ
のこ
とは、
内政
的に
は
脱文
革、
対外的に
は現
実主

義
外
交として、
中国が
新しい
転換点に
立っ
たこ
と
を
示してい

る
わ
けで、
ちょ
うどこ、
三
年
前がそ
うい
う
時
期で
あっ
た
ろ
う

と
思い
ま
す。

そ
して、
周思
来は
非
常に
深い
とこ
ろで
毛沢
東体制下の
非毛

沢
東化とい
う
戦略を
立て
たの
で
は
ない
か。
つ
まり、
毛沢
東に

あか
らさ
まに
逆らうとい
うこ
とがい
かに
大きな
危
険を
伴
うか

I, 

とい
う乙
とは、
彼
自身も
劉少奇の
例も、
林彪の
例を
見て
知っ

てい
る
わ
けで
あり
ますか
ら、
毛沢
東の
権威とい
うもの
を、
表

面
的に
も立て
なが
ら、
実質的に
非毛沢
東化を
図るこ
とに
よっ

て
毛沢
東死後の
中国を
聞か
れた
中国に、
中国自身が
国
際
化し

得るよ
うな
状況に
対処
してい
く。
具体的に
は、
日
本国
交回復

の
背景に
見られたよ
うな、
工
業化を
中心と
する
経済
建設を
中

心に
持っ
てい
くとい
う乙
と
も
含まれる
わ
けで
あります。

こ
うい
う周思
来の
非
常に
遠大
な
戦
略
とい
うもの
が、
つ
い

て
二
年前、
周思
来の
イニ
シ
アチブ
を
内外に
示し、
脚光を
集

めた
わ
けでご
ざい
ます。
とこ
ろが、
その
過
程で
林彪
事件が
起

こ
り
まして、
こ
れが
非
常に
街激的で
あっ
た
だ
けに、
乙
れ
をど

うい
うふ
うに
大
衆に
伝達する
かとい
う問題が
出て
きた
わ
けで

ご
ざい
ます。

最近で
も一
部に
は、
人民
解放軍の
中に
「
林
彪
は
無
実で
あ

る。
林彪
将軍の
どと
が
間違っ
てい
たの
か」
とい
う文
書が
出て

い
る
とい
う
情報も
ある
わ
けで
す。
確かに、
あれほ
ど
林彪
林彪

といっ
てい
たの
を、
こ
れほ
どの
陰謀家で
ある
とい
うに
はい
ろ

ん
な
説明が
必
要に
なるわ
けで、
その
過
程で
出て
きたの
が、
一

つ
は
毛沢
東が
江
青に
与えた
手紙とい
うやつ
で
す。

乙
れ
も、
まさに
さっ
き
言っ
た
密
教的なメ
ディ
ア
なので
すけ

れど
も、
乙
れは
ある
意
味で
毛沢
東が
責
任を
回避する
もの
で、

非
常に
大
衆に
伝播さ
れた
とい
われてい
ます。
と
れは
毛沢
東が
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一
九六六
年、
文
革の
始まっ
た
当初、
旅
先か
ら
自
分の
奥さんで
あ

る
江
背夫
人に
与えた
手
紙で
す。
乙
の
中で
毛沢
東は
「
林彪とい

うの
は、
もしか
する
と、
非常に
危ない
人
物で
あるよ
うな
気が
す

る。
非常に
自己
顕
示
欲が
強くて、
お
前は
林彪に
注
意
すべ
きだ」

とい
う乙
と
を
ちょっ
とほの
め
か
してい
る
私
信でご
ざい
ま
す。

そ
れがい
ま
伝え
られた
とい
う乙
とは、
ある
意
味で、
毛沢
東

は
初め
か
ら
林彪の
陰
謀性とい
うもの
に
気がつ
い
てい
たの
だ
と

い
う乙
と、
あるい
は、
そのこ
とに
よっ
て
毛沢
東自
身の
責
任を

回避せ
ざる
を
得ない
の
か
もし
れ
ませ
ん。

しか
しなが
ら、
こ
うい
う乙
と
を
毛沢
東が
言わ
ざる
得ない
と

い
うこ
とは、
林彪
事
件の
あとで
顕
著に
なっ
て
きた
脱文
革とい

う
潮流の
中で、
文
革派とい
うもの
がかな
り
窮地に
陥れ
られ
ま

して、
状況は
周思
来な
どの
ほ
うに
有
利に
なっ
て、
そ
ち
らの
ほ

うが
潮流に
なっ
て
きた
と
考えざる
を
得ませ
ん。

その
潮流の
中で、
も
う一
つ
周
恩
来は、
例の
五
七一
工
程紀要

を
大
衆に
伝達した
わ
けでご
ざい
ま
す。
乙
れは、
周
恩
来自
身が

十
全大
会の
公
式の
席で
言っ
てい
る
わ
けで
すが、
林彪
事件につ

い
て
は五
七一
工
程紀
要を
広く
伝播して
あるの
で、
乙
乙
で
くわ

し
く
説明する
まで
もな
く、
中国の
大
衆は
すべ
て
そ
れ
を
知っ
て

い
る
と
言っ
てい
る
わ
けで
す。
そ
して、
五
七一
工
程紀
要とい
う

もの
は
実は
偽
物で
はない
かとい
わ
れてい
たの
で
すが、
十
全大

会に
よっ
て
そ
れが
本
物だ
とい
うこ
とが
明らかに
なっ
て、
い
ま

＠ 

包

わ
れわ
れがそ
れ
を翻訳で
も見る乙
とが
出
来る
わ
けで
す。

五
七一
工
程
紀要とい
うの
は、
ど
承知の
よ
うに、
毛沢
東をB

m
に
な
ぞ
らえまして、
い
ろい
ろと
陰謀計画を
書い
て
あるの
で

すが、
要点は二つ
あります。

その一
つ
の
要点は、
毛沢
東が現
代の
専
制暴君で
ある
とい
う

こ
と、
乙
れが一
つ
のポ
イγ
ト。
も
う一
つ
は、
毛沢
東は現
代の

マ
ル
ク九・
レ
1－一
γ
主
義の
衣をかぶっ
てい
る
けれど
も、
彼は

まさに
孔孟の
道を
歩むもの
で
あるとい
う
言
葉
が
ある
わ
けで

す。
乙
の二つ
が
実は五
七一
工
程
紀要のポ
イγ
トで
はない
か
と

思
うわ
けで
す。

乙
れが、
さっ
き
言っ
た
密教的メ
ディ
アの
中で
大
衆に
完全に

流
布さ
れてい
る。
香港あた
りに
逃げて
きた人た
ちの
情報をど

の
程度信用していい
かとい
う問題も
ありま
すけれど
も、
かな

り
信用で
きる
難民の
意見に
よ
りま
すと、
五
七一
工
程紀要の口

コ
ミ
伝達の
時に
は、
当初は
みん
な
窓を
閉めて、
震えるよ
うな

気持ちで
伝達さ
れた
とい
う状況だそ
うで
す。
そ
れは
林彪
事件

を
考える
と
確かにそ
うなの
で
す。

乙
の二つ
の、
毛沢
東に
とっ
て
トゲ
を
含む
言
葉が
入っ
てい
る

五
七一
工
程紀要が
周恩
来の
責
任におい
て
流
布さ
れた
とい
うこ

とは、
考えて
み
ま
すと、
周思
来の
深謀遠
慮か
ら
発した、
深い

戦略の一
環として、
中国の
民
衆の
だ
れかが
心の
隅で
感じなが

らロ
にで
きない
言
葉
llつ
まり、
毛沢
東は
ある
意味で
は
始皇

向。



帝で
は
ない
か、
彼は
孔孟の
道を
歩む
人物で、
マ
ル
ク九・
レ
i

ニ
ン
主
義で
は
ない
の
じぞ
ない
か
とい
うこ
とを
伝達した
責任は

大
変なと
となの
で
す。

そ
れが
十
全大会の
前、
去年のい
まご
ろは五
七一
工
程紀要が

流
布さ
れてい
た
わ
けでご
ざい
ま
す。
とこ
ろが、
そ
れ
以
後
状況

がか
な
り
複
雑に
なっ
て
まい
り
まして、
十
全大会の
周
恩
来の
演

説を
見ま
す
と、
い
かに
も
周
恩
来らしか
らぬポ
！ズ
｜｜
非
常に

左
翼
的な
姿
勢を
強
調してい
る
わ
けで
す。
乙
れ
を王
洪文の
演
説

と
比べ
て
みる
とよ
くわかるの
で
すけれど
も、
正
洪文の
演
説と

い
うもの
は
ある
意
味で
非
常に
はっ
き
りしてい
ま
す。
反
潮流を

鼓吹してい
る。
潮流に
逆
ら
うと
とが
革命で
ある。
反
潮流の
た

めに
は、
殺
害さ
れると
と
を
恐れ
ず、
離
婚
さ
れ
ると
とを
恐れ

ず、
免職に
なる乙
と
を
恐れ
ず
とい
うよ
うな
言
葉がた
くさん
あ

る
わ
けで
す。
そ
れ
を
恐れ
ず反
潮流に
なる乙
とが
真の
共産主
義

者で
ある
と。

周思
来は乙の
反
潮
流とい
う乙
と
をひ
と乙
とだ
け
言っ
てお
り

ま
すけれど
も、
その
ひ
とと
とはい
かに
もポ
lズ
として
言っ
た

よ
うに
見える
わ
けでど
ざい
ま
す。

十
全大会の
周
恩
来報告
と、
王
洪文
報告は
実は
非
常に
大きな

対立の
産
物で
は
なかっ
た
か。

周思
来がそ
うい
う形で
進めて
きた、
毛沢
東体制下の
非毛沢

東化
戦略がつ
ま
ずき
始め
た。
遠望
深慮が
露
顕した
と
考えざる

6 

を
得ない
わ
けで
す。
で、
周
恩
来は
左翼
的なポ
lズ
を
取らざる

を
得なかっ
たの
で
はない
か
と思うので
す。

その
乙
ろ、
十
全
大会の
直前
｜｜八
月七日で
すが、
孔子
批
判

の
楊栄国
とい
う中
山大学の
先生の
論文が
出まして、
ちょ
うど

十
全大会の
前
後に
孔子
批
判が
行わ
れ
始める。

孔

孟

を

引

用

し

た

毛

沢

東

そ
れか
ら、
孔子
批
判の
中で
重要なと
とは、
始皇
帝像とい
う

もの
を
転換するこ
とで、
従来専制
暴君で
ある
とい
われて
きた

始皇
帝の
イメ
ージ
を
革
命君主で
ある
とい
うふ
うに
転換してい

っ
た。
つ
京
り、
五
七一
工
程
紀要の
中で、
始皇
帝は
専制
暴君で

あり、
毛沢
東は
始皇
帝だ
とい
うわ
けで
すか
ら、
毛沢
東ない
し

文
革派に
とっ
て
は
とんで
もない乙
とに
なる
わ
けで
す。
その
た

めに
必
要なの
は
始
皇
帝の
イメ
ージチェ
γ
ジで、
非
常に
無
理な

形で
始皇
帝が
革
命君主にデッ
チ
上
げられ
ました。

そ
して、
一
方で
は、
毛
沢
東み
ずか
らの
発動による
孔子
批
判

運
動に
よっ
て、
毛沢
東は
孔孟の
道を
歩む
もの
で
はない、
毛沢

東乙そ
孔子
批
判をやっ
て
きてい
るの
だ
とい
う乙
とを
言っ
てい

く必
要が
あっ
た
わ
けで
す。

毛沢
東選
集をど
覧に
なる
とよ
くわか
りますけれど
も、
毛沢

東は
孔子をた
くさん
引
用してお
りま
す。
孟
子
も引用してお
り

ます。
特に
孟
子が
多い
で
すね。
そ
れか
ら、
論語のい
ちばん
初

- 14一

i· 



． 

め
の
有
名
な
言
葉
な
ど
も
毛
沢
東
は
何
回
も
引
用
し
て
お
り
ま
す 。
け

れ
ど
も 、
つ
い
ζ
の
聞
の
人
民
日
報
に
出
て
い
た
記
事
に
よ
り
ま
す
と

モ
沢
東
は
い
か
に
孔
子
を
批
判
し
た
か
と
い
う 、
毛
沢
東
の
孔
子
批
判

の
語
録
だ
け
が
並
ん
で
お
り
ま
し
て 、
毛
沢
東
が
孔
子
を
た
た
え
て
い

る
ζ
と
は
全
部
除
い
て
お
り
ま
す 。
未
公
開
資
料
の
中
で 、
文
革
の
渦

中
で
も 、
紅
衛
兵
た
ち
に
向っ
て
「
お
前
た
ち
は
もっ
と
孔
子
を
読
ま

な
き
ゃ
い
け
な
い。
孔
子
と
い
う
の
は
確
か
に
白
族
階
級
の
出
身
で
あ

っ
た
け
れ
ど
も 、
彼
は
民
衆
の
中
に
入っ
て
行っ
て
琴
を
か
な
で 、
歌

を
歌
い 、
庶
民
と一
絡
に
ダ
イ
ア
ロ
ー

グ
を
やっ
た 。
巾・
国
に
お
け
る

対
話
の
先
駆
で
あ
る」
と
い
う
ζ
と
を
言っ
て
お
り
ま
す 。
そ
う
い
う

乙
と
は
い
ま
に
なっ
て
は 、
全
部
隠
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す 。

実
は
批
林
批
孔
運
動
と
い
う
の
は
非
常
に
無
理
な
運
動
で
し
て 、
ζ

う
い
う
現
在
の
中
国
の
中
に
渦
巻
く
潮
流
と
い
う
も
の
を
背
長
に
し
た

政
治
的
な
構
造
を
持っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
仮
説

な
の
で
す 。

そ
と
で 、
μ以
後
に
そ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に 、
最
近
の一
迎
の

人
民
日
悔
や
紅
放
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す 。

疑
問
に
満
ち
た
周
恩
来
批
判

そ
う
し
ま
す
と 、
ど
う
見
て
も
い
ま
言っ
た
よ
う
な
周
恩
来
批
判
と

目
さ
れ
る
も
の
が
多
い
わ
け
で
ど
ぎ
い
ま
す 。
た
だ 、
結
論
的
に
申
し

上
げ
ま
す
と 、
い
ま
の
状
況
は
か
な
り
杭
抗
し
て
お
り
ま
す
の
で 、
中

l’ 

に
は
む
し
ろ
周
恩
来
を
擁
護
し
た
よ
う
な
論
文
も
出
て
い
る 。
た
と
え

ば 、
中
国
で
二
年
前
に
出
た
「
ア
ン
チ・
デ
ュ
l
リ
ン
グ
論
を
い
か
に

学
ぶ
か」
と
い
う
論
文
な
ど
で
は 、
か
つ
て
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
直
後
に

わ
れ
わ
れ
が
受
け
た
よ
う
な
瑞々
し
さ
と
恩
わ
れ
る 、
科
学
的
な
思
考

方
法
の
重
要
性
を
提
起
し
て
い
る
わ
け
で
す 。
そ
し
て 、
紅
旗
や
人
民

日
報
の
中
に
も 、
「一
部
の
者
は
中
国
の
二
千
年
来
の
階
級
闘
争
史
を

政
変
陰
謀
史
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
る 。
勝
手
に
歴
史
を
変
え
よ
う
と

し
て
い
る」
と
い
う
と
と
を
言っ
て
お
り
ま
し
て 、
批
林
批
孔
運
動
の

無
理
な
ζ
じ
付
け
に
つ
い
て
の
批
判
も
混
在
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

す 。し
か
し
な
が
ら 、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
少
数
に
な
り
つ
つ
あ
る
わ
け

で
す 。
最
近
の
潮
流
は 、
脱
文
革・
が
潮
疏
で
あっ
た
わ
け
で
す
が 、
そ

れ
が
反
潮
流 、
反
復
貯
の
ほ
う
が
潮
疏
に
な
り
ま
し
て 、
ど
う
見
て
も

周
恩
来
批
判
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
わ
け
で
す 。

た
と
え
ば 、
紅
飲
第
5
号
の
余
凡
論
文
と
い
う
の
は
「
林
彪
の
反
革

命
策
略
の
破
産 、
一
冊
の
黒
い
ノ
l
ト

を
批
判
す
る」
と
い
う
も
の

で 、
林
彪
が
思
い
ノ
l
ト

を
告
い
て
い
た
と
い
う
と
と
な
の
で
す
が、

中
庸
の
道
を
非
常
に
批
判
し
て
い
る 。
そ
れ
か
ら 、
合
理
主
義
を
批
判

し
て
い
る 。
し
か
も 、
林
彪
は
表
面
上
は
左
翼
高
姿
勢
を
装っ
た 、
し

か
し
実
際
に
は
徹
頭
徹
尾
の
極
右
派
で
あ
る 。
そ
し
て 、
大
衆
の
世
論

を
作
り
出
す
た
め
に 、
世
論
に
迎
合
し 、

大
多
数
と
団
結
す
る
と
い
う

と
と
を
言っ
て
政
策
的
に
は
中
庸
の
道
を
歩
む
よ
う
な
ζ
と
を
言
い
出
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そ
と
が
お
か
し
い
と
思・つ
ん
で
す
ね。

B
周
恩
来
に
替
わっ
て
出
て
き
た
郡
小
平
は
周
恩
来
の
子
分
じ
ゃ

な
い
で
す
か。

中
嶋
そ
う
は一一言
え
な
い
わ
け
で
し
て 、
都
小
平
と
い
う
の
は
大
変

な
経
歴
の
持
ち
主
で
す。
郡
小
平
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
の
は
例

の
高
働
事
件
で 、
五
六
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
あ
と 、
八
金
大
会
で

脚
光
を
浴
び
て
き
た
わ
け
で
す。
そ
の
後
部
小
平
は
ど
承
知
の
よ
う
に

実
縦
派
の
ナ
ン
バ
ー
2
と一
五
わ
れ
て
批
判
さ
れ
た
わ
け
で
す。
し
か
し

な
が
ら 、
都
小
平
に
し
ま
す
と 、
当
時一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー

ル
は 、
六

六
年
に
日
本
共
産
党
が
毛
沢
東
と
の
会
談
に
よっ
て
決
裂
す
る
事
件
で

ど
ぎ
い
ま
し
た。
そ
の
ζ
ろ
は
劉
少
奇 、
郊
小
平 、
そ
れ
か
ら
北
京
市

長
の
彰
真
な
ど
と
日
本
共
産
党
の
宮
本
代
表
団
は一
致
し
ま
し
て 、
共

同
声
明
を
発
表
す
る
と
乙
ろ
ま
で
行っ
た
わ
け
で
す 。
そ
乙
で 、
毛
沢

東
が
ζ
れ
は
け
し
か
ら
ぬ
と
い
っ
て
決
裂
す
る
わ
け
で
す。

そ
の
と
ろ
ま
で
は
周
恩
来
は
実
権
派
に
近
かっ
た
わ
け
で
す。
に
も

か
か
わ
ら
ず 、
文
革
で
周
恩
来
は
ど
ち
ら
か
に
か
け
た
わ
け
で
す。
そ

し
て 、
毛
沢
東
に
か
け
た
か
ら
に
は
全
面
的
に
忠
誠
を
誓っ
た。
一

方 、
部
小
平
が
批
判
・さ
れ
て
い
く
小
で 、
悶
思
来
は
郷
小
平
を
決
し
て

か
ば
い
ま
せ
ん
で
し
た。
そ
の
と
と
を
部
小
平
は
決
し
て
忘
れ
な
い
と

思
う
ん
で
す。

一
方
に
お
い
て 、
毛
沢
東
や
江
背
か
ら
部
小
平
は
名
指
し
で
批
判
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
す。
そ
の
こ
と
も
決
し
て
忘
れ
て
い
な
い。
で
す
か

‘、

ら 、
乙
の
部
小
平
が
復
権
し
た
の
は 、
脱
文
革 、
旧
幹
部
の
復
権
と
い

う
潮
流
に
乗っ
て
復
権
し
た
の
で
す
が 、
一
た
び
復
権
し
て
し
ま
う
と

そ
う
簡
単
に
周
恩
来
の
子
分
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い。
やっ
ぱ

り 、
彼
は
第
三
の
エ
ー

ス
と
し
て
動
き
得
る
余
地
を
持っ
て
い
る
人
物

だ
と
思
い
ま
す。
そ
う
い
う
意
味
で
部
小
平
と
い
う
の
は
キーャ
ス
テ
ィ

ン
グ・
ポ
ー
ト

を
握っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す。

ζ
の一
述
の
動
き
の
中
で
江
背
の
位
ほ
づ
け
は
ど
う
な
る
の
か

な。 D中
嶋
か
な
り
そ
の
辺
が
重
要
な
ん
で
す。
重
要
で
あ
る
が
ゆ
え
に

中
国
の
政
治
ド
ラ
マ
と
い
う
の
は
宮
廷
劇
み
た
い
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
ん
で
す
け
れ
ど
も 、
や
は
り
江
育
夫
人
は
非
常
に
大
き
な
・料品
味
を
持

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す。

最
近 、
初
測
（
し
ょ
ら
ん）
と
い
うペ
ン
ネ
ー
ム
は
江
古
じ
ゃ
な
い

か
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も 、
ベ
ー
ト
ーベ
ン
や
シ
ュ
ーベ

ル

ト
を
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
す。
文
芸
作
品
に
再
び
文
革
的
な
色
彩
を

出
し
て
き
た。
ど
う
も
毛
沢
東
は
自
分
の
奥
さ
ん
で
あ
る
江
宵
を
あ
と

に
置
き
た
い
よ
う
な
感
じ
な
ん
で
す
ね。

D

中
国
の
宮
廷
革
命
の
中
に
は
い
つ
も
女
性
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る。
ζ
の
乙
と
を
除
い
て
は
中
岡
の
歴
史
は
語
れ
な
い
と
い

う
面
が
あ
る
の
で 、
やっ
ぱ
り
江
背
の
位
置
づ
け
も
必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す。

そ
れ
か
ら 、
あ
な
た
の
絞
教
的
な
メ
デ
ィ

ア
と
顕
教
的
メ
デ
ィ

ア
と
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二つ
に
分
けて、
中国の
動きを
分
析して
みた
方法とい
うの
は
非

常に
参
考に
なる
と
思
うの
で
す。
やっ
ぱ
り日
本の
政
治の
中に、

非
常にシャ
iマ
γ
的な、
テγショ
ン
民
族的な
面が
ある
と
同じ

く、
中国とい
う
園は
普か
ら二つ
の
面が
文化の
中で
綾に
なっ
て

い
る。た

と
えば、
中国
共産
党が
誕
生する
前、
北
京大学に
お
ける
陳

独
秀とマ
ル
キλ
トの
李大剣なん
かの
の
ろしは
孔子
批
判か
ら
始

まっ
てい
る。
こ
のこ
とは、
やっ
ぱ
り
共通な
基
盤の
上で、
毛沢

東i
周
思
来の一
九二
九
年か
ら三
十
年ど
ろ、
五
回
運
動に
行く
涜

れだっ
た
と
思い
ま
すね。

あなた
が
指摘してい
るよ
うに、
毛沢
東は
詩
経の
研究をやっ

てい
て、
古
典研究じゃ
あれ
ぐらい
の
研
究
者
はない。
そ
れか

ら、
詩か
らいっ
て
も、
楚
辞なんかに
表れてい
るよ
うに、
古い

九
タ
イル
を
好んで、
中国の
言
葉の
革命が
進
行してい
る
際に、

そ
うい
う
特
殊な、
古い
文
字
をそ
の
中に
生かし
てい
る。
あの
中

に
は、
湖南を
中心と
する一
つ
の
文
化と、
山
東
｜｜
昔の
斉の
国

を
中心
とする
文
化、
宋の
園を
中心と
する
文
化が
中国に
ある。

始皇
帝の
天
下統一
の
時に
減ほ
さ
れて、
最後に
残っ
たの
が
山
東

の
斉
の国と
宋
の国で
あっ
て、
あの乙
と
を
比
較しなが
ら、
離騒

の
詩に
含まれてい
る
悲
歌
なん
か
も
毛沢東は
受
け
継い
でい
る。

そ乙
ら
辺に、
山
東の
文
化人の
考える
考え
方と、
揚子
江の
湖

南の
人た
ちの
ものの
考え
方とい
うの
は
非
常に
対照
的で
す。

－屯ム史

＠ 

A 

昔、
私は日
本の
漢学
者で
湖南学
派の
松崎
鶴雄とい
う人に
北

京で
会っ
たと
とが
あり
ます。乙
の
人は
長谷
川如是
観よ
りも、
中

国に
対する
研究の
点じゃ
はる
かに
面白い
研究をした
人で
す。

あなた
が
分
類した、
顕
教的、
密
教的とい
う中に、
い
まの
文

化大革命の
陰湿な
もの
が
表れてい
る。
裏と
表の二つ
の
面、
盾

の
両
面か
ら見な
くちゃ
な
らない
とい
う
中国の
反
語
的な
面が
あ

るで
しょ
う。
た
と
えば、
秦の
始皇
帝の
側近で
あっ
た
李斯
ーー

で
した
か
ーーの
馬・
鹿問
答のよ
うに、
馬と
言っ
た
ら
危ない
場

合に
は
馬を
鹿と
言わな
くちゃ
な
らない。
私はいつ
か
「馬
鹿語

録」
とい
うエ
ッ
セ
イ
を
書きたい
と
思っ
てい
る
けれど
も、
中国

人に
特有の一
つ
の
もの
が
あり
ま
すな。

D
梅原
猛君が
法隆
寺論の
中で、
「隠さ
れた
十
字架」
とい

う
形で、
哲学
者的な
推理
方
式で
聖
徳太子一
族の
怨霊の
追
求を

みご
とに
やっ
た。
飛鳥の
時代の
何と
もい
えない
陰湿な
時代に

対して、
い
ままでの
歴
史学
者がい
ろい
ろな
問題を
提示してい

る
けれど
も
分
析が
大胆で
なかっ
たの
に、
哲学
者の
領
域か
ら日

本の
歴
史学
者のマ
γ
ネリ
を
打
破して
問題を
提示した。
そ
れと

同じよ
うに、
ちょっ
と
立ち入る乙
とがで
きない
よ
うな、
何だ

か
務の
中に
入っ
たよ
うな
中国問題に
対して、
あなたの
考えが

当たる
か
当た
らぬ
か
とい
うの
じゃ
な
くて、
中国の
思
想を見る

の
に、
もの
の
見
方、
発
想の
転換を
与えられた
点で
非常に
参
考

に
なっ
た白

。ョ



C

毛
沢
東
は
健
康
で
す
か 。

中
柏崎
毛
沢
東
は
割
合
に
健
康
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
の
で

す
ね 。
周
恩
来
は
か
な
り
無
理
を
し
て
き
た 。
実
は
回
中
さ
ん
が
向
乙

う
に
行
く
時
に
行っ
た 、
普
備
担
当
の
あ
る
官
僚
で
私
た
ま
た
ま
個
人

的
に
知っ
て
い
る
人
が
あ
り
ま
し
て 、
そ
の
人
が
注
射
を
し
て
い
る
現

場
を
見
た
ん
で
す
ね 。
注
射
で
持
た
し
て
い
る
の
で
す
か
ら：：： 。

C
そ
れ
に
し
て
も 、
い
ま
ま
で
の
分
析
を
お
聞
き
す
る
と 、
やっ

ぱ
り
必
然
の
帰
結
は 、
周
恩
来
と
い
う
ナ
ン
バ
ー
2
が
ね
ら
わ
れ
て
い

る
な
と
い
う
と
と
で
す
ね 。
い
ろ
ん
な
と
と
を
言っ
て
い
る
け
れ
ど

も 、
孔
家
の
次
男
坊
と
い
う
の
は
明
瞭
に
周
恩
来
を
指
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う 。
し
ゃ
べ
っ
て
おっ
て 、
文
は
密
か
な
い
と
い
う
の
は
ま
さ
に

周
恩
来
以
外
な
い
わ
け
だ
な。

B

彼
は
失
脚
し
ま
す
か 。

D

潮
流
と
し
て
は
や
っ
ぱ
り
周
恩
来
の
方
向へ
向っ
て
い
る 。
脱

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
時
代
と
い
う
の
が
世
界
の
潮
流
に
なっ
て
い
る 。

マ
ル
ク
ス・
エ
ン
ゲ
ル
ス
以
後
に
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
の
が
科

学
的
社
会
主
義
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
け
れ
ど
も 、
実
際
は
宗
教
に
近

い
よ
う
な
権
威
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー 、

科
学
の
名
に
お
い
て
権
威

主
義
を
押
し
つ
け
て
い
る
と
い
う
時
K 、
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
い
う
の

は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
な
く
し
ろ
と
い
う
の
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
も 、
そ
う

い
う
公
式
主
義
か
ら
脱
出
し
な
い
と 、
もっ
と
自
由
な
観
点
で
も
の
を

見
な
い
と 、
わ
れ
わ
れ
の
逝
は
な
い
の
だ
と
い
う
ζ
と
を
大
衆
全
体
が

’ 

量

受
け
止
め
て
き
た 。
ζ
の
大
衆
の
流
れ 、
潮
流
に
政
治
も
乗
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
ζ
ろへ
ヨ
ーロ
ッ

パ
社
会
も 、
日
本
も
こ
れ
か
ら
変
わ

っ
て
く
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思っ
て
政
治
に
失
望
し
な
い
の
で
す
が

ね 。
そ
う
い
う
点
に
お
い
て 、
周
恩
来
が
い
ろ
ん
な
点
で
苦
労
し
て
も

私
は
あ
の
方
向
を
そ
う
ゆ
が
め
る
ζ
と
は
で
き
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
す
な。

C
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
ど
う
も
病
院
に
入っ
た 、
病
気だ
と
い
っ

た
り 、
そ
う
で
は
な
い
と
い
っ
て
み
た
り 。
し
か
し
な
が
ら 、
表
舞
台

に
出
て
乙
な
い
と
い
う
と
と
ろ
を
み
る
と 、
林
彪
の
よ
う
に
殺
さ
れ
は

し
な
い
け
れ
ど
も 、
存
在
し
て
お
り
な
が
ら
存
在
し
な
い
と
同
じ
よ
う

な
と
と
ろへ
持っ
て
い
か
れ
る
可
能
性
は
あ
る
の
じ
平
な
い
で
す
か 。

A
で
す
か
ら 、
中
嶋
さ
ん
の
お
話
の
中
に
出
て
ま
し
た
が 、
やっ

ぱ
り
毛
周
以
後
の
時
代
を
み
ん
な
が
意
識
し
て
い
る
と
思
う
の
で
す

よ 。
毛
も
周
も
早
晩
死
ぬ
人
で
す
よ
lll

そ
う
遠
く
な
い
早
晩 。
で
す

か
ら 、
み
ん
な
が 、
毛
を
倒
そ
う
と
か 、
周
を
陥
れ
よ
う
と
か
じ
干

な

く
て 、
ど
う
や
っ
た
ら
自
分
の
と
ζ
ろ
に
く
る
の
か
を
考
え
て
お
る
の

じ
ゃ
な
い
か
な。

C
そ
の
最
左
翼
の
極
端
に
江
育
が
い
る 。

B
王
浜
文
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
男
で
す
か 。

中
嶋
王
決
文
と
い
う
の
は 、
と
の
間
の
十
金
大
会
の
と
き
に一
躍

ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
若
い
人
物
で
す
ね 。
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り

ま
し
て 、
毛
沢
東
の
め
い
の
婿
じ
ゃ
な
い
か 、
毛
沢
東一
族
じ
ゃ
な
い

- 20一
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私自

． 

fj 

か
とい
う説も
あるb
めいの
ほ
うは
ど
うも挑文
元だ
とい
うほ
う

が
定説に
な
りました
ね。
王
洪文はむし
ろ
江
育夫人が
若い
と
き

か
らサロ
γ
の一
員として
か
わい
がっ
て
きた
青
年で
はない
か
と

みてい
る
んで
す。

・
A
そ
うい
うとと
ろ
もど
うして
正
確に
情報が
伝わ
らない
ん

で
しょ
うね。
めい
だ
ろ
うとか、
めい
で
ない
とか、
ど
う
もそ
う

い
うとこ
ろが
おか
しい
で
すね。
しか
しと
れ
か
らの
中国は
大
変

だ
と
思い
ま
すね、
だ
れが
握っ
て
も。
一
体
中国は
どの
方向に
動

いてい・くの
か。．

B
八
億の
民
族だか
ら統率するの
は
大
変だよ。

A
中y
戦
争はない
んで
しょ
うね。

中嶋
中ソ
戦
争につ
い
て
はい
ろい
ろな乙
とがい
わ
れ
まし
た

けれど
も、
珍宝
島
事件の
よ
うな
形でy
連が
攻め
る
と
も
思えま

せ
ん
し：：：。
た
だ、
まさに
毛
周
死後、
中国が
非常に
政
治
的に

不
安定に・なっ
た
と
きをy
連は
ね
らっ
て
い
るの
じゃ
ない
で
しょ

うか。A
しか
し、
そ
れは
軍
事力じゃ
なくて、
ゃっ．
ば
りマ
ル
ク
兵

．
ν・l－－
y
主義を
植えつ
け．る
とい
う形をとっ
てい
くだ
ろ
うと

思い
ま
すね。

C
それ
には
多少
戦術を用いる
だ
ろ
うと
思い
ま
すよ。

D
い
まの
大国
llソ
連と、？
中園、
アメ
pカ、
乙
の
三つ
｜｜

イγ
ドも
ありま
す
けれど
も
ーーの
政
治
的な
統
御とい
うもの
は

�. 

その
国だ
けのカ
テゴ
リーで
統御で
きな
くなゥ
た。
一
元の
よ
う

で
多元
的な
世
界の
国際政
治の
潮流の
中で
推進しない
と、
そ乙

だ
けのプロ
ッ
ク
経済、
そ乙
のプロ
ッ
ク
だ
けの
統制力じゃ
で
き

な
くなっ
たの
じゃ
ない
か。
そ
うい
う世界の
潮流に
ど
う合わし

てい
くか
とい
うの
が
周
恩
来の
中
庸主義とい
うか、
乙乙
で
脱
出

し
な
けりゃ
な
らない
とい
うの
でアメ
リカ
に
接近した
と
思い
ま

すがね。
しかし、
あれだ
け反
米
闘争を展
開したの
が
「君子は

豹
変す」
とい
う言
葉が
中国に
は
ある
けれど
も、
ああ見
事に
豹

変するの
は、
日
本人はひっ
かかっ
て
で
きない。

B
しかし、
あれだ
け人口
が
多い
の
だか
ら、
仮
想
敵国を
立

て
な
きゃ
統
治で
きない
で
すよ。
近
代工
業じゃ
ない
んだ
もの、

まだ
農業国
家な
ん
だか
ら、
そ
れ
を
統率するに
は
ど
うして
も敵

が
必
要なん
だ。

c
y
連で
もそ
ういっ
て
ます。

D
日
本で
は
固定視して
し
ま
う危
険性が
ある。
中国で
はい

まに
も
台
湾に
進
攻するよ
うな九ロ
lガン
を
壁に
張。
て
ある。

しか
し、
そ
うい
う冒
険主義はしない。
ソ
連で
も
中国で
も、
革

命を
苦
労して
成し
遂
げた
人た
ちとい
うもの
は
冒険主義は
採ら

な
くなる。
日
本の
明治維新にお
ける
伊藤博文で
も
山県有朋で

も
守備の
ほ
うに
回っ
て
大
事に
守っ
た
よ
うに
思
う。

A
中国は
どっ
ちへ
変わるかわか
りません
ね。

c．
た
と
えば、
有
名な反y
論文を
書い
たアマ
ル
リク
や、
ソ

円4



ル
ジェ
ニ
ツィγ
が
最
後に
発
表したy
連
指導者あて
書
簡で
は、

両
方と
も口
裏を
合わせ
たよ
うに
中y
戦争必至
とっ
てい
る。
そ

の
場
合に、
攻めて
くるの
は
中
国だ
とし、
その
結果y
連は
負け

る
といっ
てい
る
んで
す。

e
D
そ
ん
な乙
と
は
あり
えない
よ。

’C
私は
Yル
ジェ
ニ
ツイ
ン
は
頭が
おかUい
と
思っ
てい
る
ん

だ。．D
だか
ら
私はyル
ジェ
ニ
ツィ
γ
を
高く評
価し
ない。
ロ
シ

アの
密
聞社会が
生んだ
奇型
的な文
化人で
あっ
て、
そ
れ
以上の

評
価はで
きない。
た
だ、
そ
れ
と
同時に、
私は
共産
主義
国
家の

危険
性は、
イデ
オロ
ギー
的な権
威主義と
中央
集権
的な官
僚
主

義の
中で
自
由と
創意が
圧
殺さ
れてい
る。
乙
れに
対する
抵
抗に

ど
う順応してい
くか
とい
うの
が、
こ
れか
らのソ
連なり
中
国の

課
題だ
と
思
うよ。

B
中固なんてい
うの
は
西
洋式の
デモ
ク
ラシ
ー
をやっ
た
ら

崩
壊するよ、
いっ
ぺ
んに。
y
連だっ
て
中国ほ
どじキ
ない
け
れ

ど、
だ
んだ
んデモ
グ
ラティッ
タに
なっ
てい
る
か
もし
れ
ない
け

れ
ど
も、
まだそに
までの
段階じゃ
ない
と
思
う。

C
しか
し、
そ
れは
漸
次なりつ
つ
ありま
すよ。
た
と
えばy

連の
場
合は
個人の
独
裁者はい
まい
ない
で
すね。

B
λ
タ
l
py
の
と
きの
よ
うな
圧
制はない
もの
ね。

Dt
光か
ら、
毛
沢
東
の
を見允っ
て、
表現と
言葉は
漣・つけ
れ

同

ど
も、
九
タ
イル
は
聖
君子の
王
道
主義だ
もの
ね、
君子とい
う言

葉や
王
道とい
う
言
葉は
使わ
なくて
も。
あなた
が
巧みに
問題の

矛
盾を
突い
てい
る
けれ
ど
も、
始皇帝と
孔子とい
うの
を
同一
に

は
見られ
ない
が、
解
釈の
しよ
うに
よっ
て
は、
力を
借りて
力で

天
下を
統一
したの
が
始皇
帝で
あり、
道義で
もっ
て
天
下を
統一

しよ
うと
思っ
た
が
果せなかっ
たの
が
孔子で
ある。
と
のこつ
の

織りなすもの、
統一
の
意
図を
持っ
て
統一
国
家をつ
くり
あげよ

うとした
孔子、
現
実に
力で
統一
国家をつ
くり
あげた
始皇帝と

い
うもの
の
古さ
を現
実にい
まナマ
でやっ
てい
るの
だか
ら
興
味

しんしんだ
な。

と
れはギ
リシャ
に
お
けるオ
リガル
キ！
とデモ
ク
ラシ
ーの
問

題。
ギ
リシャ
の
古代国
家に
お
ける
哲学の
基
礎とい
うもの
は、

小さ
な国
家、
われわ
れが
考えるよ
うにエ
ゴ
イズム
の
国
家、・
奴

隷社
会の
基
礎の
うえに
建っ
てい
る
国
家
llポ
りス
的な国
家の

行き
詰ま
りがギ
リシャ
社会の
崩壊で
あり、
その
崩壊を
見つ
め

なが
ら
青
年と
と
もに
対
話によっ
て
打開しよ
うとしたの
がyp

ラ
テ九
だっ
た。
や
は
り
乱世に
生まれた
孔
子
に
共通した
もの

は、
い
わゆるy
フィ
久
ト
的な
技
術じゃ
なくて、
や
は
りフィロ

yフィ
とい
う
形で
あっ
た。
文
明史観と
哲学に
よっ
て、
しか
も

大
衆
l｜若い
層との
対
話に
よっ
て
何か
を
求めよ
うとした
生き

方に
おい
て、
y
ク
ラ
テ九
な
り
孔子な
りと
周
恩
来のや
り
方の
中

に
は、
試みとして
は
共
通の
もの
が
ある
と思い
ま
すね。

-22ー
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し
か
し 、
き
ょ
う
は
私
ら
の
考
え
方
｜｜

壁
に
ぶ
つ
か
っ
て 、
中
国

の
土べ
い
に
沿
う
て
歩
い
て
い
た 、
万
里
の
長
城
を
さ
すっ
て
い
た
の

じ
ゃ
し
ょ
う
が
な
い 。
そ
れ
を
もっ
と
上
か
ら
の
ぞ
い
て
も
の
の
見
方

の
角
度
を
変
え
な
け
り
ゃ
い
け
な
い 。
そ
れ
に
は 、一
種
の
推
理
方
式 、

仮
説
で
あっ
て
も 、
そ
う
い
う
試
み
を
し
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
の
じ

ゃ
な
い
か
と
思っ
た 。
社
会
科
学
の
中
で 、
そ
う
い
う
文
学
ゃ
な
ん
か

の
中
で
試
み
ら
れ
て
い
る
推
理
小
説
的
な
発
想
方
法
と
い
う
の
が
ζ
れ

か
ら
は
や
る
か
も
し
れ
な
い
な 。

A
い
や 、
社
会
科
学
で
仮
説
家
実
験
と
い
う
と
と
が
あ
り
ま
す 。

フ
ラ
ス
コ
の
中へ
薬
品
を
入
れ
て
や
る
実
験
じ
ゃ
な
く
て 、
仮
説
を
立

て
て
そ
れ
が
現
実
と
合っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
実
験
の
や
り
方
が

あ
り
ま
す 。

C
仮
説 、
仮
説
と
い
う
け
れ
ど
も 、
ζ
の
仮
説
は 、
数
年
前
か
ら

あ
な
た
の
話
を
聞
い
て
い
る
け
れ
ど
も 、
大
体
み
な
当
たっ
て
い
る
ん

だ
ね 、
幸
か
不
幸
か 。
そ
乙
で 、
最
後
に
質
問
す
る
の
は 、
毛
周
以
後

の
中
国
政
治
は
ど
う
な
る
か 。
ぼ
ん
や
り
で
い
い
で
す 。

中
柏崎
やっ
ぱ
り 、
二
つ
の
可
能
性
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
ん
で
す

ね 。
一
つ
は 、
だ
れ
が
出
て
き
て
も
中
国
自
身
ノ
l

マ
ラ
イ
ズ
さ
れ

て 、
徐々
に
工
業
社
会
の
ほ
う
に
転
換
し
て
い
く 。
外
か
ら
も
そ
う
い

う
イ
ン
プ
ッ
ト

が
入っ
て
く
る 。
中
国
自
身
は
農
業
社
会
で
す
か
ら 、

基
本
的
に
は
日
本
み
た
い
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も 、
そ

う
い
う
形
で
と
も
か
く
ソ
連
が
た
どっ
て
き
た
よ
う
な
道
を
た
ど
る
の

で
は
な
い
か 。
周
恩
来
な
ど
は
恐
ら
く
そ
れ
を
考
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
ね 。
対
外
的
に
は
平
和
共
存
路
線。
そ
れ
が
ど
ん
な

人
物
で
あ
ろ
う
と 、
そ
う
い
う
方
向
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か 。
あ
る

意
味
で 、
乙
の
数
年
間
の
中
国
の
転
換
は
ポ
イ
ン
ト・

オ
プ・
ノ
l－

リ
タ
ー
ン

ーー
も
う
二
度
と
戻
れ
な
い
道
を
中
国
自
身 、
さ
い
を
投
げ

た
ん
だ
と
み
た
い
わ
け
で
す
ね 、
私
な
ど
は 。
だ
か
ら 、
そ
う
い
う
可

能
性
が
あ
る
と
思
う
の
で
す 。
そ
れ
は
以
外
に
ス
ム
ー

ズ
に
行
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
し
ね 。
そ
の
過
程
で 、
た
と
え
ば 、
毛
沢
東
に
対
す
る
評

価 、
相
対
的
な
位
置
づ
け
も
で
き
て
く
る
と
思
い
ま
す 、
ス
タ
ー
リ
ン

批
判
み
た
い
な
形
で
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
毛
沢
東
批
判
は
な
い
に
せ

よ 。
毛
沢
東
の
権
威
だ
け
を
押
し
つ
け
る
よ
う
な
形
は
修
正
さ
れ
て
い

く
ζ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
ね 。

も
う一
つ
は 、
そ
う
い
う
転
換
が
う
ま
く
い
か
な
く
て 、
い
ま
の
よ

う
な
権
力
闘
争
が
寧
を
中
心
と
し
て
拡
大
し
て
い
っ
た
場
合 、
中
国
は

天
下
大
乱
と
い
っ
て
い
る
け
れ
ど
も 、
中
国
自
身
が
再
び
非
常
に
大
き

な
動
乱
を
迎
え
る
の
じ
ゃ
な
い
か 。
そ
の
と
き
は 、
ζ
と
κ
よ
る
と
ソ

速
は
外
か
ら
チ
ェ
コ
事
件
型
の
介
入
を
す
る
か
も
し
れ
な
い 。
あ
る
い

は
親
ソ
政
権
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
か
も
し
れ
な
い 。
あ
る
い
は
モ
ン
ゴ

ル
あ
た
り
で
分
断
国
家
を
統一
し
よ
う
と
す
る
か
も
し
れ
な
い 。
チ
ベ

ッ
ト

あ
た
り
に
何
か
す
る
か
も
し
れ
な
い 。
新
彊
ウ
イ
グ
ル
あ
た
り
に

自
治
共
和
国
を
つ
く
る
か
も
し
れ
な
い 。
乙
れ
に
な
る
と 、
中
国
革
命

の
成
果
は
完
全
に
失
わ
れ
て 、
再
び
大
き
な
混
乱
社
会
に
なっ
て 、
イ

一 部ー



ン
ド

型
停
滞
を
再
び
繰
り
返
す
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
の
で
す
ね。

両
方
言
う
と
逃
げ
通
み
た
い
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も 、
そ
ん
な
よ
う

に
考
え
ざ
る
を
得
な
い。

C
第一
を
希
望
し
た
い
ね 。

A
第
二
に
し
て
も
イ
ン
ド

み
た
い
に
は
な
ら
な
い
よ
う
な
気
が
す

る 。
も
う
ち
ょ
っ
と
よ
く
な
る 。

B
そ
れ
は 、
農
業
革
命
を
や
っ
て
地
主
を
な
く
し
て
い
る
か
ら
で

す 。
イ
ン
ド
は
ま
だ
大
地
主
が
い
ま
す。
そ
の
点
は
だ
い
ぶ
ち
が
い
ま

す
ね 。E

そ
う
し
ま
す
と 、
そ
う
い
う
圏
内
要
因
か
ら 、
台
湾
問
題
は
割

合
に
長
期
的
に
な
り
ま
す
か 。

中
嶋
台
湾
問
題
は
長
期
的
に
な
り
ま
す
ね 、
い
ず
れ
に
し
て
も 。
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